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★大道芸案内 

主な大道芸スポット（土・日・祝日など、通年大道芸が見られるポイント） 

■大阪・天保山海遊館広場 https://www.kaiyukan.com/thv/marketplace/

■大阪パフォーマーライセンス http://www.osaka-performer.com/index.php 

■名古屋･大須ふれあい広場  ■名古屋 POP UP ARTIST http://popup-artist.com/index.html 

■しずおか大道芸の街 http://shimarukai.org/  ■江ノ島大道芸 https://www.fujisawa-kanko.jp/feature/daidogei.html 

■ヨコハマ大道芸（山下公園、グランモール公園、ジャックモール）http://daidogei.jp/ 

■お台場・デックス東京ビーチ■みなとみらい東急スクエア■テラスモール湘南 www.studioeggs.com    

■東京都ヘブンアーティスト www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/bunka/ 

■仙台まちくるパフォーマーズ https://machi-kuru.com/performers 

 ※新型コロナウイルスの蔓延状況によって実演していない場所もあります。確認の上、お出かけください。 

 

★今月の大道芸公演   

△アートタウンつくば大道芸フェスティバル 2023 https://arttown.amebaownd.com/ ○つくば中央公園通り 

  ●8月２６（土）：12：00～21：00 /２７（日）10：00～21：00 

  中国雑技芸術団、Asterisk NOVA(26日)、加納真美、芸人まこと、Yuka&Giovanni Gypsy Duo（26日）、セクシーDAVINCI（27日）、 

  ココナッツ山本、Juggler Laby（27日）、こ～すけ、空転軌道、松鶴家天太、川村健太、アストロノーツ、okk、ブラックエレファンツ 

△やっぱり大道芸が好き!2023 http://cdn.or.jp/y ds/◯愛知県長久手市・モリコロパーク・地球交流センター多目的スタジオ 

  ●8月２６（土）、8月２７（日）、9月２（土）、9月３（日）各日とも 10：00＆13：00 

   8/26出演：バルーンパフォーマーエル、MAGICIAN HIROSHI、大道芸人ブンブク 

   8/27出演：パフォーマーASUKA、くす田くす博、パフォーマーえはら 

   9/2 出演：オマールえび、ILIX（SHINYA＆ミコアポコ）、ものまえぴー（ものまる＆MAEP） 

   9/3 出演：Kei、じゃぐたく、オーバートーン 

  入場料：￥５００（各定員１００名）※当日券あり 

  予約は http://cdn.or.jp/y より 

△第 2回まつもと街なか大道芸＆ジャズフェスティバル関連イベントゆっくりのんびり中町 ◯中町通り（歩行者天国） 

●8月２７（日）正午～午後 4時 https://twitter.com/gommd/status/1689082108076294145/photo/1   

サンキュー手塚、SUKE３&SYU、HIBI★Chazz-K、 

△全日本郷土芸能協会創立 50周年大記念公演 https://www.facebook.com/jfpaa.jp/?locale=ja_JP ○明治神宮会館（明治神宮内） 

  ●9月２（土）３（日） 

  9/2 13:30開演 出演：沢田鶏舞（青森県）、金津流石関獅子躍（岩手県）、春日流落合獅子踊（岩手県）、南部神楽「鶏舞」（宮城県）、 

        本海獅子舞番楽平根講中（秋田県）、喜多方の祭囃子（福島県）、秩父屋台囃子（埼玉県）、和太鼓・都筑太鼓（横浜市）、 

        まつり田楽座（長野県）、千本ゑんま堂大念仏狂言（京都市）、石見神楽（島根県）、比婆荒神神楽「猿田彦の舞」（広島県） 

   9/3 12:30開演 出演：早池峰神楽・大償（岩手県）、黒森神楽「恵比寿舞」（岩手県）、北藤根鬼剣舞（岩手県）、小島願人踊（宮城県）、 

        和太鼓・竜鳴太鼓（東京都）、和太鼓・大江戸助六太鼓（東京）、和太鼓・河乃裕季（東京）、篠原おどり（奈良県）、 

        津軽三味線・緑の会（福島県）、神楽獅子舞「九つの龍」（群馬県）、金津流獅子躍・横浜（横浜市）、横尾歌舞伎（静岡県）、 

        河内仁ワ加（大阪府）、石見神楽「鍾馗」（島根県） 

   入場無料（要予約）9/2の予約 http://forms.gle/QSTfzwTKNfjnGNKE7 

            9/3の予約 http://forms.gle/psbNsxgxhMHAs7CC7 

△Café W.E大道芸～ミニサークルパフォーマンス回～＆ハンドメイドマルシェ ◯隅田公園（台東区側）Café W.E横 

 ●9月 2（土）3（日）10：00～17：00 https://twitter.com/ottosaiko/status/1690527608612753408  

  おっとちゃん、路上占いの館、生人形由紀狐、ほか 

△話術研究会「蛙の会」発表会 https://www.facebook.com/matsudafilm/?locale=ja_JP ◯北とぴあドームホール 

  ●9月３（日）13：00開演 
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  紙芝居実演と解説入り活動写真上映 

  ￥１０００（公演協力費） 

  問合せ：０３－３６０５－９９８１ 

△第 26回ながの大道芸フェスティバル https://www.nagano-saijiki.jp/event/event.php?n=6 ◯長野市表参道中央通り 

  ●9月９（土）11：00～17：00 

  バルーンパフォーマーアキ、自動人形 R5、チクリーノ、サクノキ、ハードパンチャーしんのすけ、山本光洋、にじいろ工場、小次郎、 

  クラウンボム、美♥銀、SEOPPI、サンキュー手塚、エンターティナーHi2、オペラララちゅうサン、TOMI、足長カズマ、un-pa 

△第 15回うつのみや大道芸フェスティバル https://utsunomiya-daidougei.com/ ◯宇都宮市オリオンスクエアほか 

  ●9月９（土）１０（日） 

  大道芸人ブンブク、おろしぽんづ、虹たまや、SUKE３＆SYU、セ三味ストリート、とりさん、Mr.アパッチ、張海輪中国雑技団、 

  手品家、りずむらいす、加納真美、柳貴家起助、ジェンガ金次郎、スマイルパフォーマーQちゃん 

△第３回大道芸オスピタパーティーin宇都宮 https://motion-gallery.net/projects/ospitaparty2023  

●9月９（土）１０（日） ◯宇都宮市バンバ市民広場、オリオン ACプラザ 

バルーンパフォーマーさくら、リッピー＆まるぷー、中村友美、少年と少女、くす田くす博、紙麿呂、バッキングの bub（９日）、 

横田悠二(１０日) 

△SAPPORO PERFORMANCE PARTY!2023 https://www.sapporo-performance-party.com/ ◯札幌市 チ・カ・ホ北三条交差点広場（西） 

  ●9月９（土）１０（日）11：00～18：00 

 Ideo２、エクストリーム芹川、Emil Dahl、山本光洋、Syan、 

△エンターテイメント亀戸!vol.5 https://www.kameidodaidogei.com/ ◯亀戸十三間通り商店街   

  ●9月１０（日） 

  APINUN、大道芸人ジーニー、KEIKO、片腕のマジシャン HAKU、ハードパンチャーしんのすけ、生人形雪狐、猫のアーサー、 

名のない人形と傀儡子の青年 

△豊岡演劇祭 2023 https://toyooka-theaterfestival.jp/ ◯兵庫県・豊岡市民会館、豊岡市民プラザ、城崎国際アートセンター、ほか 

 ●9月１４（水）～２４（日）目に付いた大道芸系公園は次の通り 

  9/15（19：00）、9/16（17：00）ながめくらしつ目黒陽介独演（国府地区コミュニティセンター） 

  9/16、9/17，9/23，9/24各 17：00 知念大地＋岩田奎「五体」（@space）9/18，9/22各 17：00 （日本基督教団 田島日高伝道所、 

9/16、9/17（11：30，17：00）9/18（11：30）長岡岳大かけるめぐみ梨華（田島漁業協同組合竹野支所および周辺） 

  9/17、9/18各 19：00より 坂本長利「土佐源氏」（圓覚山宗鏡寺） 

△第２回まつもと街なか大道芸＆ジャズフェスティバル https://www.go-mmd.jp/ ◯駅前広場、松本城公園、新米メディアガーデンほか 

  ●9月２３（土）10：30～18：30 

  ブラックエレファンツ、サクノキ、HIBI★Chazz-K、松鶴家天太、アスタリスク ノヴァ、ココナッツ山本、SUKE3＆SYU、加納真実、 

  芸人まこと、アストロノーツ、オジロス、Cocochi-kit、サンキュー手塚、中国雑技芸術団、アジアゴールドプロレスリング、Funny Bones、 

  チャランポランタン、ほか 

△月潟大道芸フェスティバル 2023 https://tsukigata-daidogei.com/ ◯新潟市南区月潟地区商店街 

  ●9月２４（日）10：00～ 

  ジャグラー・コーヘイ、Ray（レイ）、荒木巴、大道芸人ちんねん、大道芸人ジーニー、Mr.BUNBUN、マジシャンみらい、SUKE3＆SYU、 

  Box paformer まさきち、マスクマスクマンマン、チムチムサービス 

△牡丹町笑栄会お月見マルシェ https://twitter.com/koto_aimashow ◯江東区牡丹町 

  ●9月 24（日） 

△高知大道芸フェス 2023 https://kochi-daidougei.com/ ◯高知市中心商店街 

  ●9月 30（土）10月１（日） 

  アスタリスクノヴァ、izuma、idio２，加納真実、桔梗ブラザース、シルヴプレ、SUKE３＆SYU、張海輪中国雑技王、to R mansion、 

  Performer SYObikkuri 、HARO、ホワイトアスパラガス、三雲いおり、油井ジョージワンマンバンド 

△第 28回深川美楽一 https://www.birakuichi.com/   

  ●10月 1（日）11：00～17：00◯江東区高橋夜店通り（のらくロード） 

  ●10月２９（日）11：00～17：00深川資料館通り商店街 

△大須大道町人祭りプレイベント・ダメじゃん小出の勝手に紐付け・前前夜祭 http://www.ohsu-gei.net/ ◯大須演芸場 

  ●10月７（土）19：00開演 

△フェスタ in虎御前 2023 https://torass.com/ ◯長浜市 虎姫生きがいセンター 

  ●10月９（月祝）9：30strt 

△第 44回大須大道町人祭 http://www.ohsu-gei.net/ ◯名古屋市・大須観音、大須商店街 

  ●10月１３（前夜祭）～１５（日） 

△世田谷アートタウン 2023三茶 de大道芸 http://arttown.jp/ ◯世田谷区三軒茶屋周辺 
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若林正の 

食って極楽 
何故かカレーが喰いたい・・・ 

   髙田馬場すきや「メガカレー」 

 今月食べに入った処は、いつも立ち

寄る馴染みの店が多くて前に取り上げ

たメニューばかりだ。まぁ仕方ないの

で、その中で無理やり書いてみる。 

その日は朝から何故かカレーが食べ

たかった。しかし午前 10 時過ぎの早い

時間で、美味そうな店はまだ開店して

いない。昼まで待てば良いのだが、ど

うにも我慢ならず飛び込んだのは、お

馴染み牛丼のすき家高田馬場店。 

 メニューにカレーライスがあるの

で、ここで妥協する。券売機で選んだ

のはメガカレーライス¥770 に半熟玉

子¥110。メガサイズは初めての注文だ

が、はてどれだけの量？ ただ値段は

安いね。 

おっ、女の子の店員が両手でお盆を

運んで～と思ったら、少しバランスを

崩して私の目の前でカレーこぼした！

思わず目を合わせてしまい、お互いに

苦笑い。「失礼しましたっ」U ターンし

て厨房に。しばし後に出てきた皿を改

めて眺めると･･･なるほどそこそこデ

カイ。皿も厚みがあり、なみなみとカ

レーが盛られている。 

 

食べると･･･具は無いけど、コクがあ

りけっこう美味いね！ 飯の量は少し

物足りないが、値段からするとイケル。

前にここでカレー食べた時より味が良

くなっている。福神漬けが少ないのは

不満だが、牛丼チェーンも馬鹿にでき

ないと思ったのだ。 

◯これならリピート有り度＝10ワカ 

 

大道芸･見たり･聞いたり・演じたり 

☆その 382 

二冊の本の紹介 

           上島敏昭  

 

○『掬われる声、語られる芸 ―小沢

昭一と『ドキュメント 日本の放浪芸

―』』 

 鈴木聖子著、春秋社刊、2023 年 5 月。

2500 円＋税 

 

 著者は 1971 年東京生れ。大阪大学大

学院人文学研究科アートメディア論コ

ース助教。東京大学大学院博士課程単

位取得退学、パリ大学東アジア言語文

化学部・助教等を経て現職。専門は近

現代日本音楽史・文化資源学。著書に

『〈雅楽〉の誕生 田辺尚雄が見た大東

亜の響き』（春秋社刊、2019 年。第 41 

回サントリー学術賞受賞）などがある。 

 タイトルにある通り、小沢昭一のレ

コード『ドキュメント日本の放浪芸』

を詳細に分析した本である。この時代

に、このような本がよく出版できたも

のだというのが、書名をみたときの感

想である。個人的には、私自身、小沢

昭一さんのこのレコードに大学時代に

出会い、のちに、ご本人のデータマン

のようなこともさせて頂き、それ以降

ずっと、お亡くなりになるまで、その

後ろ姿を見ながら歩いてきた、と自分

では思っている。いったいこの著者が

どんな手さばきで、小沢とこのレコー

ドを分析するのか。お手並み拝見とい

うようなつもりで本書を手に取った。 

著者は、まず、このレコードを研究

対象とした動機を、「無形文化財」との

関わりから述べる。 

著者は「雅楽」を対象として、音楽

芸能の文化資源化のプロセスを解明す

るための研究をおこなってきたが、ち

かごろその「文化資源」あるいは「文

化財」という考え方そのものに内在す

る問題が顕在化してきたという。たと

えば雅楽は「宮内庁式部職楽部」のみ

が「文化財指定」とされたため、同楽

部のみに「正統性」が認められ、他の

あまたある雅楽団体が軽視されること

になった。また、2006 年にはユネスコ

の「無形文化遺産保護条約」が発効し

たが、これは「文化の多様性」を重視

するという考えに基づいていることか

ら、日本の「重要無形文化財」あるい

は「無形民俗文化財」といった選別的、 

エリート主義は好ましくないと指摘さ

れているという。 

おそらく、日本の「文化財指定」と

いう制度は、ある芸能を「指定」して、

他の芸能より立派なものという「お墨

付き」を与えることであり、事実、そ

のように運用されてきた。ところがユ

ネスコの「世界文化遺産」の制度は、

文化に対して「普遍的価値」を見いだ

すというもので、従来日本のとってき

た「お墨付き」方式が批判されている

というのだろう。 

ところがこの『ドキュメント日本の

放浪芸』はそうした日本の文化財の考

えからおおきく外れたところ、あるい

はその批判から成立した。このレコー

ドの惹句のひとつに「芸術になってや

らぬ芸」とあったが、この「芸術」を

「文化財」と入れ替えることも可能だ

ろう。つまり「世のみなさんが見捨て」

日本の文化行政も無視する芸能をあえ

て掘り起こしたレコードであり、その

精神に、現在の文化財問題に再検討を

うながす道があるのでは･･･と著者は

着目したのである。このレコードの解

説書で小沢はこう述べている。 

〈この種の芸能の、断末魔に立ちあっ

たというような実感のみが残った。わ

ずかの例を除いて、殆んどがもう残骸

であった。〉 

なぜそのような「残骸」ばかりを集

めたレコードが生まれたのか。しかも

なぜ、そんなレコードが評価され、ま

た営業的にも成立したのか。著者はそ

れを当時の文献にあたり、また当事者 



 

にインタビューして、そのプロセスを

解明していく。 

読み終わっての感想をいえば、小沢

の最初の本である『私は河原乞食・考』

を糸口に、取材、録音、編集などの課

程を丁寧に追い、模索を重ねて数枚組

のレコードとして形を現し、さらにそ

の評価によって、２弾、３弾、４弾が

出来上がるまでが、ドラマチックに浮

かび上がる。そのお手並みはじつに美

事なもの。おおいに勉強になりまし

た。結論をいえば、このレコードは芸

能記録集でもなければ文化財記録集

でもなく、あくまでもドキュメント作

品だということ。ここに記録されてい

るのは、ほとんどが現場で演じられた

芸能ではなく、小沢がおだて上げて演

じさせた（ある意味で、やらせ）芸の、

さらにその一部を「掬いあげた声」で

あり、それらのバラバラな断片を小沢

が独特の「語り芸」としてまとめあげ

た作り物ということになる。 

分析の過程で、さまざまな製作秘話

があきらかになるのも、私には興味深

かった。そのなかであらためて気づか

された点も少なくない。ひとつだけ特

記すると、レコードプロデューサーで

ある市川捷護さんの存在。およそ商売

になりそうもない、「誰もしらないよ

うな芸能」を録音して販売しようなど

という無謀な企画を、営利企業のなか

で成立させた力は尋常ではない。市川

はこのレコードに先立ってドキュメ

ントレコード「実音 日大闘争の記

録」を作っているが、そこに収録され

た、指名手配犯・日大全共闘書記長田

村正敏のインタビューは、目隠しされ

たうえ自動車で某所に連行されて録

音したものだという。ジャーナリスト

なのだ。考えて見れば、小沢たちが芸

能探訪のために訪ねた当時の「芸人

村」は、かなりアンタッチャブルな地

域で、その意味では指名手配の人物が

潜んだ某所と重なる。このレコードは

小沢昭一と市川捷護の共作ドキュメ

ント作品なのだ。 

しかし、そのように作られたレコー

ドだが、その後、制作者の意図とまっ

たく反対に、現在では皮肉にも、文化

財指定の権威付けとして用いられて

いるといい、その実例もあげている。

その経緯もまたスリリングだ。 

◯『サーカスの子』 

稲泉連著、講談社刊、1900円＋税 

 

著者は 1979年生れ、ノンフィクショ

ンライター。2005 年『ぼくもいくさに

征くのだけれど 竹内浩三の詩と死』

（中公文庫）で第 36回大宅壮一ノンフ

ィクション賞受賞。母の久田恵もノン

フィクションライターで『サーカス村

裏通り』（JICC 出版局、1986 年）があ

る。母子でサーカスに入って生活した

記録で、テレビドラマにもなったこの

作品で、「れんれん」の名前で登場する

４歳の幼児が本書の著者である。 

本書は、まだ小学校入学前に、およ

そ一年間暮らしたサーカスで、「同じ釜

の飯」を喰ったかつての「お兄さん」、

「お姉さん」たちを、三十数年の時を

経て訪ねあるき、話を聞き、自身の記

憶とリンクさせて、かつてのサーカス

の世界を浮かび上がらせ、同時に彼ら

彼女らのサーカス以前、サーカス以後

の人生をつづる。読み終えた印象では

「フェリーニの道化師」にも近い、な

んとも言えない感傷的な気分になっ

た。 

訪ねたひとたちは、十数人。かれら

が在籍したキグレサーカスはすでにな

く、当然ながら、みなすでにサーカス

を離れている。キグレサーカスは、母

子が暮らしたころ、三木のり平が演

出・監修を務め、サーカス改革に熱心

だった。そのため、萩本欽一や永六輔、

小沢昭一といった面々も演出協力した

りしている。マスコミへの登場も多く、

高度経済成長の絶頂期からバブル期へ

の移行期でもあり、お客もたくさん入

った。同時にサーカスに多くの才能が 

集まってもいたのだと思う。のちにノ

ンフィクションライターとなる著者の

母もだが、元流行歌手、体操選手、パ

ントマイマー、東京芸大日本画科卒の

美術家などなど多士済々。そんななか

に、親の代からサーカス暮らしのサー

カス育ちの根っからのサーカス芸人も

いたりする。サーカスという集団のふ

ところの深さを感じるが、外から来る

ものがどんな経緯でサーカスにやって

くるのか。そのいきさつもおもしろい

し、サーカス育ちも親たちがどんな芸

能に携わっていたのかも、それ以上に

興味深い。 

 また、彼ら彼女らがサーカスをやめ

てからの生活も、こんないいかたは失

礼かもしれないが、おもしろい。キグ

レサーカスが解散するまで在籍した人

もいるが、多くはその前にサーカスを

去っている。生きる道をほかに見つけ

て出て行くひと（二人の道化師、芸大

卒の宇根元とパントマイマーの亀田）

もあれば、結婚し子どもができると学

校の問題が出てきて、結局、サーカス

に未練を残しながらも、退団した人た

ちも少なくない。そして退団したあと、

多くの人たちが社会に適合するために

四苦八苦している。会社に勤めたもの

の長続きせず、転々としたり、離婚す

るしかなかったり･･････。 

そんななかで、みなサーカスで暮ら

したころは楽しかったと想い出を語

る。ほとんど苦しい想い出やつらい思

い出はでてこない。次のような言葉が

象徴的だ。 

「サーカスって、世間ではちょっとう

らぶれたイメージをもつひともいるで

しょう。でも実際は、すごく生活も楽

だし、仲間もいて温室のような世界だ

ったのよ。宵越しのお金がなくても、

お金に困れば『貸して呉れ』って言え

る人もいる。誰かが助けてくれるし、

いつだって一人ではないから。でも、

世間に出たらそれこそ反対だからね」 

読後の印象とすれば、古き良き世界

を懐かしむということで落ち着いてし

まうのだが、部外者の研究でなく、内

部の人間がかつてのサーカスを訪ねた

聞き書きとして、資料としても貴重で

ある。『サーカス村裏通り』ともども、

1980年代のサーカスの記録としても特

記すべき本だと思う。 
 


